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男性看護師が行うケアについて入院患者が抱く印象―女性看護師と比較
した調査から男性看護師に求められる看護ケア―
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ⅠⅠ．．目的：患者が男性看護師からケアを受ける際に

抱く印象を、女性看護師と比較し検討する。 

ⅡⅡ．．方法：A 医科大学病院で男性看護師が所属して

いる病棟に入院中の 20 歳以上で研究内容を理解

し、自分で質問紙調査票に回答できる患者男女合計

168 名を対象とした。 

各病棟看護師長に研究内容を文章および口頭で説明

し、研究対象となる患者に質問紙調査票の配付を依

頼した。各ナースステーションに回収用封筒を置

き、2週間後に調査票を回収した。 

井手他 1）を参考に男性・女性看護師にケアを受ける

ことに対する印象に関する無記名自記式質問紙調査

票を独自に作成し用いた。日常生活援助を中心とし

た 14 項目＜①コミュニケーション、②移動介助、

③検温、④採血や点滴、⑤食事介助、⑥洗髪、⑦口

腔ケア、⑧更衣介助、⑨入浴介助、⑩清拭、⑪陰部

洗浄、⑫ベッド上排泄、⑬導尿、⑭浣腸＞につい

て、1〈よくない〉～5〈よい〉の 5 段階評定により

印象の回答を求めた。 

データ分析方法:統計処理は SPSS Ver.22 を使用し

た。Wilcoxon の順位和検定を用いて患者の性別ごと

にケアの印象を比較した後、男性・女性看護師別比

較を行った。 

ⅢⅢ．．倫理的配慮：旭川医科大学倫理委員会の承認を

受けて実施した（承認番号:15048）。病棟看護師長

から患者に文章および口頭で研究内容と倫理的配慮

に関する説明後に用紙を配布した。本演題発表に関

連して、開示すべき利益相反関係にある企業等はな

い。 

ⅣⅣ．．結果：回収数は 129 部であり、そのうち無効回

答を除外した 117 部(男性 56 名、女性 61 名)を有効

回答（有効回答率 90.7％）とした。回収率は 69.6%

であり、平均年齢は男性患者 62.5 歳、女性患者

55.7 歳であった。 

1.男性看護師の存在の認識とケアの実施状況 

入院する以前に A 医科大学病院に男性看護師が勤務

していることを知っていたものは 68.4%であった。

また男性看護師からケアを受けたことがある患者は

47.0%であった。 

2.ケアに対する評価 

全質問の平均点は男性看護師が 3.6 点、女性看護師

が 4.3 点であった。また質問②以外の質問において

男性看護師より女性看護師のケアの得点が有意に高 

かった(P≺0.05)。男性患者の場合は男性・女性看護 

 

師の全ての質問において 3.5 点以上であった。女性

患者の場合は女性看護師の全ての質問に対し 4.0 点

以上であった。 

3.肌の露出による羞恥心を伴うケア 

本研究は質問⑧～⑭が肌の露出による羞恥心を伴

うケア(以下、羞恥心を伴うケアとする)としてい

る。羞恥心を伴うケアでは女性患者からの男性看護

師への得点は 2.6 点以下であり、女性看護師に対す

るケアの得点より低値を示した(P≺0.05)。しかし男

性患者では男性・女性看護師のケアの得点に有意差

はなく、男性患者が陰部や排泄物を見られるケア

(質問⑪～⑬）では男性看護師の方が得点が高かっ

た。 

4.男性看護師への印象 

自由記載の回答として、女性患者からは「女性の

方がよく気がついて細やかな仕事をする」、「力があ

って頼もしいと思う」、「男の人なので体に触られる

のは嫌だ」など男性患者からは「男性の方が雑だと

思ってしまうことがある」「同性の為、悩み事が言

いやすい」、「力強く頼りになるが細かいことは女性

にかなわない」などの意見があった。 

ⅤⅤ．．考察：男性看護師は平成 24 年では 63321 名で

看護師全体の 6.2％2） と増加しているものの、未だ

に男性看護師の存在を認識していない患者が 3 割近

くいるのが現状である。 

ケアに対する全体的な得点は男性・女性患者共に

女性看護師への得点が高値を示したものの、男性患

者の男性・女性看護師への得点はすべて 3.5 点を上

回っていた。男性患者は性差なく看護師から受ける

ケアについて良い印象を抱いているが、女性患者は

異性からのケアに抵抗を抱き、男性患者よりも看護

師の性別を意識していると考える。また、陰部や排

泄に関するケアは男性も女性も同性看護師からのケ

アを受けることを望んでいると考える。 

ⅥⅥ.結結論：日々のケアを実施する際には患者の意見

を尊重し、特に清潔ケアに関しては同性看護師から

の援助となるよう調整するとともに、男性看護師は

より丁寧にケアを行っていくことが求められる。 
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